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１

夏
目
漱
石
「
吾
輩
は
猫
で
あ
る
」

【
解
答
と
採
点
基
準
】

問
一

㋐

路
傍

㋑

猶
予

㋒

遭
遇

㋓

終
日

㋔

徴
候
（
兆
候
）

（
２
点×

５
）

問
二

ａ

エ

ｂ

イ

（
２
点×

２
）

問
三

（
Ⅰ
）

エ

（
Ⅱ
）

イ

（
２
点×

２
）

問
四

縁

（
２
点
）

問
五

た
い
し
て
興
味
は
な
い
が
、
追
い
出
す
の
も
か
わ
い
そ
う
だ
か
ら
飼
え
ば
よ
い
と
い
う
淡
々
と
し

た
気
持
ち
。

（
５
点
）

【
採
点
基
準
】「
あ
ま
り
興
味
は
な
い
」
と
い
う
関
心
の
薄
さ
２
点
、「
追
い
出
す
の
は
し
の
び
な
い
」

と
い
う
憐
憫
１
点
、
飼
う
こ
と
の
決
定
２
点
。
「
騒
ぎ
を
早
く
収
め
た
い
」
と
い
う
、
面
倒
を
嫌

う
気
持
ち
を
書
い
て
も
よ
い
が
、
な
く
て
も
正
解
と
す
る
。

問
六

自
分
は
猫
を
追
い
出
し
た
い
の
だ
が
、
主
人
に
命
ぜ
ら
れ
て
、
し
か
た
な
く
家
に
入
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
か
ら
。（
四
十
四
字
）
（
５
点
）

【
採
点
基
準
】
「
自
分
は
追
い
出
し
た
い
」
と
い
う
気
持
ち
１
点
、
「
主
人
の
命
令
だ
か
ら
」
と
い
う

立
場
２
点
、「
家
に
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
事
態
２
点
。

問
七

ア
・
エ

（
２
点×

２
）

問
八

ウ
・
エ

（
３
点×

２
）

【
文
学
史
】

１
１

ウ

２

オ

３

コ

４

カ

５

キ

（
２
点×

５
）

２

森

鷗
外
「
渋
江
抽
斎
」

【
解
答
と
採
点
基
準
】

問
一

㋐

抗

㋑

配
偶

㋒

授

㋓

き
せ
る

㋔

論
陣

（
２
点×

５
）

問
二

ａ

ウ

ｂ

イ

（
２
点×

２
）

問
三

商
業
の
再
興
を
勧
め
る
五
百
の
言
葉
に
母
を
従
わ
せ
よ
う
と
す
る
こ
と
。
（
二
十
八
字
）

（
４

点
）【

別
解
】
五
百
の
言
葉
に
従
い
、
母
に
商
業
を
再
興
さ
せ
よ
う
と
す
る
こ
と
。（
二
十
六
字
）

【
採
点
基
準
】
使
役
の
文
型
「
母
に
従
う
こ
と
を
さ
せ
る
」
「
母
を
従
わ
せ
る
」
２
点
、「
五
百
の
言
」

の
内
容
「
（
会
津
屋
の
）
商
業
を
再
興
さ
せ
よ
う
と
す
る
」
２
点
。

問
四

エ

（
３
点
）

問
五

ウ

（
３
点
）

問
六

厳
し
い
忠
告

（
３
点
）

問
七

的
確
な
故
事
を
引
用
す
る
博
識
に
驚
く
と
と
も
に
、
意
見
す
る
精
神
力
の
強
さ
に
も
感
服
し
、
尊

敬
の
念
を
抱
い
た
か
ら
。
（
四
十
七
字
）（
６
点
）

【
採
点
基
準
】
男
に
負
け
な
い
博
識
で
、
的
確
な
故
事
を
引
用
で
き
る
こ
と
２
点
、
「
厳
し
さ
」
「
厲

し
さ
」
を
も
っ
て
忠
告
す
る
精
神
力
の
強
さ
２
点
、
宗
右
衛
門
が
尊
敬
・
感
服
の
念
を
抱
い
た

こ
と
２
点
。

問
八

エ

（
３
点
）

問
九

オ

（
４
点
）
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【
文
学
史
】
１
１

イ

２

エ

３

オ

４

ク

５

ケ

（
２
点×

５
）

３

有
島
武
郎
「
生
れ
出
づ
る
悩
み
」

【
解
答
と
採
点
基
準
】

問
一

㋐

厳
粛

㋑

陰
謀

㋒

あ
わ

㋓

遠
慮

㋔

せ
き
り
ょ
う

（
２
点×

５
）

問
二

ａ

ウ

ｂ

イ

ｃ

オ

（
２
点×

３
）

問
三

価
値
を
生
み
出
す
仕
事
と
は
異
な
る
た
だ
の
遊
び
。（
二
十
字
）

（
３
点
）

【
別
解
】
実
生
活
と
無
関
係
で
役
に
立
た
な
い
道
楽
。
（
十
七
字
）

【
採
点
基
準
】
「
戯
れ
」
が
、
生
活
の
た
め
の
労
働
や
仕
事
と
は
認
め
ら
れ
な
い
「
遊
び
・
道
楽
」
で

あ
る
こ
と
２
点
。
「
小
供
じ
み
た
」
も
、
一
人
前
の
大
人
と
し
て
認
め
ら
れ
な
い
・
生
活
を
支
え

ら
れ
な
い
意
味
で
、
１
点
。

問
四

ウ

（
４
点
）

問
五

昼
食
も
と
ら
ず
に
ス
ケ
ッ
チ
に
打
ち
込
ん
で
い
た
か
ら
。
（
二
十
二
字
）

（
４
点
）

【
別
解
】
弁
当
を
食
べ
る
間
も
惜
し
ん
で
絵
を
描
い
て
い
た
か
ら
。
（
二
十
二
字
）

【
採
点
基
準
】
ス
ケ
ッ
チ
に
没
頭
し
て
い
た
こ
と
２
点
、
そ
の
た
め
に
食
事
を
と
っ
て
い
な
か
っ
た

こ
と
２
点
。

採
録
箇
所
の
前
に
は
「
君
が
昼
弁
当
を
食
う
事
も
忘
れ
て
、
四
枚
も
五
枚
も
の
ス
ケ
ッ
チ
を
作

っ
た
時
に
は
、
も
う
だ
い
ぶ
日
は
傾
い
て
い
る
。
」
と
あ
る
が
、
別
解
の
よ
う
に
自
分
の
意
志
で

食
べ
な
か
っ
た
と
し
て
も
可
と
す
る
。

問
六

「
君
」
に
夕
食
を
提
供
せ
ず
、
か
つ
帰
さ
な
く
て
す
ん
だ
。（
二
十
三
字
）

（
４
点
）

【
別
解
】
両
親
に
経
済
的
負
担
を
か
け
ず
に
「
君
」
を
引
き
止
め
ら
れ
た
。（
二
十
五
字
）

【
採
点
基
準
】
「
君
」
を
引
き
止
め
た
こ
と
２
点
、
夕
食
を
食
べ
さ
せ
ず
に
す
ん
だ
こ
と
２
点
。
別
解

の
「
経
済
的
負
担
」
は
や
や
抽
象
的
だ
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
レ
ベ
ル
で
二
要
素
が
書
か
れ
て
い
れ

ば
よ
い
。

問
七

イ

（
４
点
）

問
八

エ

（
５
点
）

【
文
学
史
】
１
１

ウ

２

イ

３

オ

４

キ

５

ク

（
２
点×

５
）

４

志
賀
直
哉
「
暗
夜
行
路
」

【
解
答
と
採
点
基
準
】

問
一

㋐

朽

㋑

あ
ず
き

㋒

浪
費

㋓

訪

㋔

遂

（
２
点×

５
）

問
二

ａ

イ

ｂ

イ

ｃ

オ

（
２
点×

３
）

問
三

翡
翠
の

（
２
点
）

問
四

世
の
中
の
複
雑
な
人
間
関
係
の
煩
わ
し
さ
を
強
調
す
る
効
果
。
（
二
十
四
字
）

（
３
点
）

【
採
点
基
準
】
「
人
」
を
三
つ
重
ね
た
表
現
で
「
複
雑
な
・
入
り
組
ん
だ
」
人
間
関
係
を
表
し
て
い
る

こ
と
１
点
、
そ
こ
か
ら
想
像
さ
れ
る
「
煩
わ
し
さ
・
つ
ら
さ
・
難
し
さ
・
苦
悩
」
な
ど
の
心
情

１
点
、「
強
調
す
る
」
効
果
１
点
。

問
五

つ
い
に
人
類

（
２
点
）
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問
六

自
然
の
意
志
に
反
す
る
人
間
の
思
い
上
が
っ
た
振
る
舞
い
が
人
類
を
破
滅
に
導
く
と
思
わ
れ
た
か

ら
。（
三
十
九
字
）

（
５
点
）

【
採
点
基
準
】
飛
行
機
は
「
自
然
の
意
志
」
に
反
す
る
も
の
だ
と
い
う
こ
と
１
点
、
「
空
中
を
征
服
」

し
、
「
鳥
の
よ
う
に
飛
」
ぶ
こ
と
は
、
「
無
制
限
な
人
間
の
欲
望
」
で
「
人
智
に
お
も
い
あ
が
っ

て
い
る
」
と
い
う
こ
と
２
点
、
そ
の
結
果
、
「
人
間
を
不
幸
に
導
く
・
酷
い
罰
を
被
る
」
の
で
は

な
い
か
と
い
う
こ
と
２
点
。

問
七

エ

（
４
点
）

問
八

ウ
・
カ

（
４
点×
２
）

【
文
学
史
】
１
１

イ

２

キ

３

ケ

４

オ

５

カ

（
２
点×

５
）

５

芥
川
龍
之
介
「
一
塊
の
土
」

【
解
答
と
採
点
基
準
】

問
一

㋐

相
場

㋑

愚
痴

㋒

隠
居

㋓

天
性

㋔

自
慢

（
２
点×

５
）

問
二

ａ

オ

ｂ

イ

（
２
点×

２
）

問
三

自
分
に
家
事
一
切
を
押
し
つ
け
て
男
以
上
に
外
で
働
く
お
民
に
、
尊
敬
を
通
り
越
し
て
理
解
し
が

た
い
脅
威
を
感
じ
て
い
た
。（
四
十
八
字
）（
５
点
）

【
採
点
基
準
】
お
民
が
男
性
以
上
に
外
の
仕
事
を
す
る
こ
と
１
点
、
お
住
に
家
の
仕
事
を
押
し
つ
け

る
こ
と
１
点
、
「
尊
敬
を
通
り
越
す
」
「
感
心
す
る
と
い
う
程
度
を
越
え
る
」
な
ど
、
「
敬
意
と
い

う
よ
り
も
」
の
言
い
換
え
１
点
、
「
理
解
し
が
た
い
脅
威
・
怖
さ
・
畏
れ
」
な
ど
「
畏
怖
」
の
説

明
２
点
。

問
四

イ

（
３
点
）

問
五

お
民
が
桑
畑
を
作
る
こ
と
を
強
引
に
決
め
、
自
分
の
仕
事
が
こ
れ
か
ら
も
楽
に
な
る
こ
と
は
な
い

と
わ
か
っ
た
と
き
。
（
四
十
五
字
）

（
５
点
）

【
採
点
基
準
】
決
定
さ
れ
た
こ
と
「
お
民
が
桑
畑
を
作
る
こ
と
を
強
引
に
決
め
た
」
２
点
、
お
住
の

心
情
「
こ
の
ま
ま
で
は
自
分
は
楽
に
な
ら
な
い
」
３
点
。

問
六

（
墓
の
掘
り
役
を
自
分
で
す
る
と
い
う
）
お
民
の
言
葉
を
冗
談
と
し
て
一
笑
に
付
す
こ
と
で
、
そ

れ
が
と
ん
で
も
な
い
こ
と
だ
と
伝
え
る
た
め
。

（
５
点
）

【
採
点
基
準
】
「
お
民
の
言
葉
」
と
い
う
対
象
１
点
、
言
葉
の
内
容
「
墓
の
掘
り
役
を
自
分
で
す
る
」

は
な
く
て
も
可
。
「
笑
っ
て
取
り
上
げ
な
い
・
笑
い
飛
ば
す
・
冗
談
に
済
ま
そ
う
と
す
る
」
と
い

う
態
度
１
点
、
「
と
ん
で
も
な
い
・
非
常
識
だ
」
と
い
う
判
断
２
点
、
そ
の
判
断
を
「
示
そ
う
と

し
た
」
と
い
う
意
図
１
点
。

問
七

ウ

（
４
点
）

問
八

エ

（
４
点
）

【
文
学
史
】
１
１

ア

２

カ

３

ケ

４

ク

５

ウ

（
２
点×

５
）


